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③
④
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］
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⊇
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．
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鎖
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］
皿
谷
Ｅ

眼
っ
性
の
腹
療

匹
一
心
皿
に
回
心

明
｀
ノ
の
っ
胸
外

失
う
肢
行
る
は

・
い
上
は
よ
又
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又
に
の

障
の
又
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ヽ
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Ｊ
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概
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４
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ヽ
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が
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つ

　

ど

ア

　

に
な

た

　
　

Ｉ
更

し

　

症
変

映

　

進
や

反

　

充
加

を

　

泌
追

見

　

分
の

知

　
　

Ｌ
準

的

　

叩
基

学

　

性
き

医

　

体
べ

の

　

垂
す

新

　

下
た

最

　
　

Ｆ

　

満

｀

　

び
り

は

　
　

及
た

て

　
　

Ｊ
あ

い

　
　

ス
に

つ

　

デ
断

に

　
　
　

一

　

診

準

　
　

ト

　

｀

基

　
　

マ
リ

断

　

テ
よ

診

　

゜
リ
に

の
す
エ
ト

病
ま
性
一

難
い
身
デ

定
て
全
プ

指
れ
Ｆ
ツ

　

。

　

わ

　
　

ア
た

き続き
－５Ｌ

’
ｙ
でいつ’

―
様者患るいてれさ定認に病難定

ｉ
］
曰

　
　

Ｏ

ご当
ヽ

こ

　

し

已
に

　

ヽ
と

て
と

し

　

こ

際
る

に
す

新
と

更
象

　
　

対

臨
Ｊ
お

る
ど
て

い
な
し

用
項
絡

に
事
連

請
き
ご

申
べ
ら

新
す
か

　

ｏ

器
省
六

ご
お

日
経
厚

に

Ｊ

１
　
乱
４
　

々
概
る
９
　
　

年
の
す
又
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＜
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ｙ
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収
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